
美ヶ原
木暮理太郎

青空文庫





　
筑
摩
山
脈
の
武
石





峠
が
日
本
ア
ル
プ
ス
殊
に
北
ア
ル
プ
ス
の
好
展
望
地
で
あ

る
こ
と
は
、
『
山
岳
』
五
年
三
号
の
附
録
中
村
清
太
郎
君
筆
の
「
冬
季
信
州
武

石
峠
よ
り
望
め
る
日
本
ア
ル
プ
ス
略
図
」
に
依
っ
て
世
に
紹
介
さ
れ
て
か
ら
、

山
岳
の
展
望
に
趣
味
を
持
つ
程
の
人
で
知
ら
ぬ
者
は
無
い
位





有
名
に
な
っ
た
。

実
際
此



山
脈
の
山
で
千
七
、
八
百
米
の
高
さ
が
あ
れ
ば
、
孰



れ
も
眺
望
が
よ
さ

相


に
思
え
る
。
中
に
も
美
ヶ
原
は
山
脈
の
中
央
部
に
位
し
、
且

つ
其



西
方
に
連

嶺
の
最
高
点
二
千
三
十
四
米
の
一
隆
起
を
控
え
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
に
登
っ
た

な
ら
ば
更
に
広
闊
な
る
眺
望
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
、
昨
年
（
大
正
九
年
）

の
十
月
末
に
出
掛
け
て
見
た
。
時
間
が
遅
く
な
っ
た
の
で
原
迄
し
か
行
か
れ
ず
、

最
高
点
に
登
れ
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
っ
た
が
、
予
期
の
大
観
に
接
す
る
こ

と
は
出
来
た
の
で
、
其
時
の
こ
と
を
少
し
書
い
て
見
る
こ
と
に
し
た
。
尤
も
今

で
は
春
秋
の
気
候
の
好
い
時
節
に
は
、
松
本
市
の
中
学
校
や
女
学
校
で
生
徒
の

遠
足
地
と
し
て
よ
く
登
山
す
る
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
或
は
遼
東
の
豕





た
る
譏





を

免
か
れ
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。

　
東
京
を
出
る
時
の
予
定
で
は
、
和
田
峠
か
ら
尾
根
伝
い
に
美
ヶ
原
に
行
き
、

物
見
石
山
を
経
て
和
田
に
下
り
て
一
泊
。
翌
日
は
男
女
倉
道
を
八
島
ヶ
池
に
出

で
、
鎌
ヶ
池
に
廻
り
、
車
山
に
登
り
て
尾
根
伝
い
に
大
門
峠
に
下
り
、
附
近
の

都
合
よ
き
場
所
に
野
営
。
三
日
目
に
蓼
科
山
に
登
っ
て
其
日
の
中



に
帰
京
し
よ

う
と
い
う
、
例
の
慾
張
り
す
ぎ
た
計
画
で
あ
っ
た
が
、
二
日
目
に
雨
に
降
ら
れ

た
の
で
和
田
峠
を
踰

え
て
帰
京
し
て
し
ま
っ
た
。

　
午
後
十
一
時
飯
田
町
発
の
汽
車
に
乗
っ
て
下
諏
訪
駅
で
下
車
し
た
の
は
、
十

月
三
十
一
日
の
午
前
八
時
を
少
し
過
ぎ
た
頃
で
あ
っ
た
。
直



に
出
発
し
て
和
田

峠
に
向
う
。
暫
く
見
な
い
中
に
附
近
の
様
子
が
大
部
変
っ
て
い
る
の
に
驚
い
た
。

殊
に
目
立
つ
の
は
落
葉
松
の
植
林
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
西
餅
屋
に
着
い
た
の

が
十
時
十
分
。
途
中
振
り
返
る
と
木
曾
駒
や
御
岳
が
孱
顔
を
現
し
て
い
る
。
此

道
か
ら
御
岳
の
見
え
る
こ
と
は
初
め
て
気
が
着
い
た
。
此

処

か
ら
近
道
を
し
よ

う
と
左
手
の
祠
の
前
の
旧
道
を
辿
っ
て
行
く
と
、
新
道
が
山
の
鼻
を
大
曲
り
に

迂
廻
し
よ
う
と
す
る
角
の
所
に
出
る
。
旧
道
は
其

処

か
ら
谷
の
窪
に
沿
う
て
、

今
の
峠
と
峰
一
つ
隔
て
た
西
の
鞍
部
に
出
た
と
記
憶
し
て
居
る
が
、
最
早





殆
ん

ど
道
の
形
も
存
し
て
居
な
い
か
ら
、
左
手
の
小
尾
根
を
北
に
向
っ
て
上
り
始
め
、

稍

や
笹
の
深
い
所
を
通
過
し
て
和
田
峠
に
続
く
尾
根
ま
で
登
る
と
、
意
外
に
も

小
土
手
を
中
央
に
し
て
二
条
の
防
火
線
が
造
ら
れ
て
あ
る
の
を
見
た
。
霜
解
の

為
に
滑
る
所
も
あ
っ
た
が
、
笹
の
中
を
歩
く
よ
り
は
遥





に
楽
で
あ
る
。
十
勝
石

の
破
片
が
多
い
。
丁
度
十
二
時
に
最
初
の
千
七
百
二
十
米
の
圏
を
有
す
る
地
点

に
達
し
た
。
土
手
か
ら
一
寸






首
を
出
し
て
向
う
を
見
る
と
、
西
北
の
冷
い
風
が

汗
ば
ん
だ
顔
に
ひ
や
り
と
当
っ
て
、
危
峭
天
を
刺
す
槍
穂
高
の
連
峰
が
、
新
雪

に
輝
く
白
冷
の
姿
を
眼
の
前
に
屏
風
だ
ち
に
立
ち
は
だ
か
ら
せ
る
。
其
瞬
間
息

が
つ
ま
る
よ
う
に
感
じ
た
。
こ
ん
な
に
綺
麗
で
そ
し
て
雄
勁






な
山
の
膚
や
輪
廓

を
見
た
事
が
な
い
。
余
り
綺
麗
な
の
で
拵





え
た
物
で
は
な
い
か
と
、
不

図

そ
ん

な
考




が

浮
ん
だ
程
で
あ
る
。
然



し
晴
れ
渡
っ
た
日
の
午

下







の
太
陽
に
隈
な
く

照
り
映
え
て
、
寒
水
の
如
く
澄
み
切
っ
た
晶
冽
な
大
気
の
中
に
水
が
滴
る
か
と

思
わ
れ
る
位
冴
え
に
冴
え
た
藍
※






の
肌
を
眤



と
見
て
い
る
と
、
矢
張





一
の
大
芸

術
品
と
い
う
よ
う
な
感
じ
が
起
る
。
何
と
な
く
名
刀
の
焼
刃
の
匂
と
似
通
っ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
乗
鞍
岳
に
も
可

な
り
雪
は
あ
っ
た
が
、
御
岳
は
割
合

に
少
な
か
っ
た
。
笹
の
中
に
腰
を
卸
し
て
寒
風
を
防
ぎ
な
が
ら
用
意
の
昼
食
を

済
し
、
再
び
防
火
線
に
つ
い
て
三
峰






山
に
向
っ
た
。
千
八
百
米
の
標
高
線
の
附

近
で
尾
根
が
左
に
折
れ
て
い
る
が
、
防
火
線
も
此
処
で
終
っ
て
い
る
の
で
、
短

い
笹
と
草
と
の
中
を
走
っ
て
い
る
路
跡
を
辿
っ
て
、
三
峰
山
の
三
角
点
に
達
し

た
の
は
午
後
一
時
頃
で
あ
っ
た
。
此
防
火
線
は
尾
根
通
を
蜿
々






と
続
い
て
、
鷲

3



ヶ
峰
か
ら
鎌
ヶ
池
の
附
近
を
通
り
、
千
八
百
七
米
の
三
角
点
あ
る
隆
起
ま
で
も

達
し
て
い
る
。
場
合
に
依
っ
て
は
之



を
利
用
し
て
楽
な
登
山
が
出
来
よ
う
と
想

う
。

　
三
峰
山
の
眺
望
は
実
に
す
ぐ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
南
は
富
士
山
か
ら
始
め

て
甲
斐
駒
山
脈
の
諸
山
、
雪
の
白
い
北
岳
、
間



ノ
岳
、
続
い
て
仙
丈
岳
、
荒
川

岳
（
塩
見
岳
）
、
悪
沢






、
奥
西
河
内









（
西
河
内
及





無
河
内
）
、
赤
石
、
聖





、
大

沢
、
兎
な
ど
が
見
え
、
木
曾
駒
山
脈
の
半
以
南
は
雲
に
掩
わ
れ
て
い
た
が
、
御

岳
は
よ
く
見
え
た
。
乗
鞍
岳
の
右
前
に
は
こ
こ
よ
り
少
し
高
い
鉢
伏






山
が
尨
大

な
山
容
を
横
た
え
て
、
稍

や
展
望
を
遮
ぎ
る
。
其
右
に
霞
沢
岳
が
現
れ
、
西
穂

高
、
前
穂
高
、
奥
穂
高
、
涸
沢
、
北
穂
高
、
南
、
大
喰
、
槍
ヶ
岳
と
、
北
ア
ル

プ
ス
南
半
の
大
立
物
が
岩
骨
稜
々
と
し
て
、
天
空
に
大
鋸
の
歯
を
刻
ん
で
い
る
。

蝶
ヶ
岳
や
常
念
岳
は
其
前
に
稍
や
低
い
が
、
大
天
井








の
一
群
は
流
石





に
高
い
。

野
口
五
郎
岳
が
蛙

岩







の
上
か
ら
頭
を
出
し
て
い
る
。
燕




岳

、
台
原
山
の
連
脈

が
東
沢
乗
越






で
一
旦
低
下
し
て
更
に
餓
鬼
、
唐
沢
の
二
山
を
崛
起





し
て
い
る
が
、

此
処
か
ら
見
た
餓
鬼
岳
の
姿
は
素

派

ら
し
い
も
の
で
あ
る
。
其
右
に
は
低
く
南

沢
、
不
動
堀
沢
、
七
倉






の
一
群
が
続
い
て
、
其
上
に
殆
ど
純
白
に
化
粧
し
た
立

山
本
山
及
竜
王
、
鬼
ヶ
岳
に
至
る
連
峰
が
望
ま
れ
る
。
針
木
、
蓮
華
、
爺



、
鹿

島
槍
、
五
竜
、
大
黒
、
牛
首
、
唐
松
、
奥
不
帰








、
鑓



、
杓
子






、
白
馬
、
小
蓮
華

と
山
稜
の
大
波
が
う
ね
っ
て
、
其
右
は
王
ヶ
鼻
に
遮
断
さ
れ
て
い
る
。
是



だ
け

で
も
壮
観
で
あ
る
上
に
、
東
か
ら
北
へ
か
け
て
八
ヶ
岳
蓼
科
の
連
山
、
妙
義
、

破

風

（
荒
船
山
）
、
浅
間
連
峰
、
四
阿






、
白
根
火
山
群
か
ら
し
て
、
遠
く
奥
上

州
の
群
山
が
一
眸






の
裡
に
集
る
。
大
概
山
に
渇
し
て
い
る
人
で
も
、
此
山
頂
に

半
時
間
も
過
せ
ば
満
足
を
得
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
頂
上
に
は
多
少
岩
な
ど
も

あ
っ
て
、
米
躑
躅







が
叢
生
し
て
い
た
。

　
三
峰
山
の
北
の
千
八
百
二
十
米
の
峰
か
ら
急
に
下
り
と
な
っ
て
、
地
図
に
は

表
わ
し
て
な
い
が
西
側
か
ら
喰
い
込
ん
だ
危
い
ガ
レ
が
二
つ
許





あ
る
、
其
縁
を

辿
る
と
下
か
ら
吹
き
上
げ
る
風
に
、
※
爛






し
た
粉
の
よ
う
な
黄
色
の
細
砂
が
舞

い
上
っ
て
目
も
あ
け
ず
息
も
つ
け
な
い
、
急
い
で
通
り
過
ぎ
て
見
る
と
体
が
黄

粉
を
ふ
り
懸
け
ら
れ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
下
り
が
急
に
な
っ
て
、
笹
も
茅



も
人
丈
を
没
す
る
程
に
伸
び
て
い
る
。
今
迄
禿
山






で
あ
っ
た
の
が
此
辺
か
ら
木

立
が
現
れ
て
来
た
。
殊
に
西
側
の
方
が
繁
っ
て
い
る
。
下
り
切
っ
て
前
の
高
み

へ
登
る
の
か
と
思
え
ば
そ
う
で
は
な
く
、
主
脈
は
其
西
の
低
い
所
に
通
じ
て
い

る
。
尾
根
の
工
合
が
如
何
に
も
南
ア
ル
プ
ス
の
上
河
内
岳
の
附
近
に
似
て
い
る

と
思
っ
た
。
此
処
か
ら
ま
た
路
が
よ
く
踏
ま
れ
て
い
る
の
で
注
意
し
て
行
く
と
、

右
手
の
山
ひ
ら
に
小
屋
が
あ
っ
て
、
煙
が
洩
れ
て
い
る
。
霞
網
の
鳥
屋
で
あ
ろ

う
と
思
っ
た
。
立
ち
寄
る
必
要
も
な
い
の
で
其
儘






扉
峠
の
方
へ
前
進
を
続
け
た
。

峠
の
道
に
出
た
の
は
二
時
少
し
過
ぎ
て
い
た
ろ
う
。
此
道
は
ボ
ツ
ボ
ツ
と
通
行

人
が
絶
え
な
い
の
で
、
山
道
と
し
て
は
左
程
悪
い
方
で
は
な
い
ら
し
い
。
折
か

ら
一
頭
の
犬
が
東
か
ら
登
っ
て
来
て
小
屋
の
方
へ
馳
せ
て
行
っ
た
。

茶
臼
山
よ
り
見
た
る
美
ヶ
原

　
暫
く
休
み
て
再
び
程
に
上
り
、
千
七
百
八
十
米
の
峰
を
※

え
る
と
そ
れ
か
ら

は
小
突
起
の
連
続
で
、
地
図
に
は
草
地
の
記
号
し
か
入
れ
て
な
い
が
、
少
許
の

藪
が
あ
っ
て
登
り
も
長
く
、
南
か
ら
す
る
三
頭





の
登
り
を
思
い
出
さ
せ
た
。
勿

論
進
行
を
妨
害
す
る
程
で
は
な
い
。
峠
か
ら
約
一
時
間
を
費
し
て
三
時
二
十
分

に
茶
臼
山
の
頂
上
に
立
つ
こ
と
を
得
た
。
此
処
の
眺
望
は
一
層
の
闊
大
を
加
え

て
北
方
は
北
ア
ル
プ
ス
の
箙





岳
迄
視
界
が
開
け
る
、
南
ア
ル
プ
ス
や
槍
穂
高
の

方
面
は
漸
く
霞
に
罩

め
ら
れ
て
、
鋭
い
輪
廓
も
う
す
れ
て
来
た
。
脚
下
の
美
ヶ

原
は
枯
草
色
の
平
坦
な
高
原
を
斜
に
展
開
し
て
、
西
寄
り
に
鍋
を
伏
せ
た
よ
う

な
形
を
し
た
隆
起
が
即
ち
二
千
三
十
四
米
と
測
ら
れ
た
地
点
で
あ
る
。
南
端
は

4美ヶ原





可

な
り
高
い
絶
崖
に
限
ら
れ
、
東
の
方
は
物
見
石
山
へ
連
る
尾
根
が
原
の
一
部

を
な
し
て
、
針
葉
樹
が
所
々
に
散
生
し
て
い
る
。
も
う
時
間
が
遅
い
の
で
予
定

の
行
動
は
執
れ
ぬ
。
よ
し
最
高
点
に
登
っ
た
と
し
て
も
、
空
が
霞
ん
で
い
る
か

ら
遠
望
は
き
か
な
い
。
そ
れ
で
此
処
か
ら
下
山
す
る
こ
と
に
し
て
、
苔
桃






の
実

に
喉
を
潤
し
、
そ
れ
で
も
ま
だ
気
懸
り
な
の
で
原
の
中
央
ま
で
駈
足
で
行
き
駈

足
で
戻
り
往
復
三
十
分
を
費
し
て
荷
物
を
置
い
た
場
所
迄
来
る
と
、
直
に
そ
れ

を
背
負
っ
て
和
田
に
通
ず
る
道
を
か
け
下
り
た
。
少
し
下
る
と
美
し
い
栂



の
林

に
抱
き
込
ま
れ
る
。
暫
く
し
て
清
冷
な
水
が
湧
き
出
し
て
い
る
の
で
、
半
日
の

渇
を
癒
す
こ
と
を
得
た
。
足
元
の
明
る
い
中
に
人
里
ま
で
出
ら
れ
な
い
と
困
る

と
思
っ
て
急
ぎ
に
急
い
だ
が
、
案
外
路
が
い
い
の
で
足
も
捗
取





り
、
六
時
二
十

分
に
は
和
田
に
着
く
こ
と
を
得
た
。
こ
の
宿
も
す
っ
か
り
さ
び
れ
て
し
ま
っ
て
、

人
通
り
の
多
か
っ
た
頃
の
面
影
は
な
い
。
宿
屋
は
殊
に
見
す
ぼ
ら
し
く
な
っ
た
。

唯
翠
川
と
い
う
の
が
よ
い
ら
し
く
、
翌
日
汽
車
の
中
で
、
松
本
か
ら
前
の
日
に

原
へ
登
っ
て
和
田
へ
下
り
て
其
家
に
泊
っ
た
と
い
う
渡
君
に
遇

っ
た
ら
、
果
し

て
よ
い
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。

　
東
京
を
夜
汽
車
で
出
発
し
て
、
自
分
の
よ
う
に
尾
根
伝
い
に
原
ま
で
行
き
、

更
に
最
高
点
を
極
め
て
其
日
に
和
田
へ
下
る
な
り
武
石
峠
の
茶
屋
へ
行
く
な
り
、

或
は
松
本
方
面
へ
下
山
す
る
こ
と
も
、
春
の
日
永
の
頃
で
あ
っ
た
な
ら
ば
不
可

能
で
は
な
い
、
け
れ
ど
も
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
む
ず
か
し
い
か
ら
、
松
本
若



く
は
和
田
に
一
泊
し
て
翌
朝
登
山
し
、
異
っ
た
方
面
へ
下
る
か
、
左

も
な
け
れ

ば
南
か
ら
尾
根
を
辿
っ
て
扉
鉱
泉
（
設
備
の
如
何
を
知
ら
な
い
が
）
あ
た
り
に

一
泊
し
、
明
れ
ば
茶
臼
山
、
美
ヶ
原
、
武
石
峠
を
経
て
松
本
に
出
る
こ
と
は
困

難
で
は
な
い
。
兎

に
角



三
日
あ
れ
ば
十
二
分
に
此
山
脈
の
主
要
部
を
跋
渉
す
る

こ
と
を
得
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
一
〇
、
一
二
『
山
岳
』
）
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
山
の
憶
い
出
　
上
」
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
平
凡
社

　
　
　1999
（
平
成11

）
年6

月15

日
初
版
第1

刷

底
本
の
親
本
：
「
山
の
憶
ひ
出
　
上
巻
」
龍
星
閣

　
　
　1941

（
昭
和16
）
年
再
刷

初
出
：
「
山
岳
」

　
　
　1921

（
大
正10

）
年12
月

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）

を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

※
図
は
、
底
本
の
親
本
か
ら
と
り
ま
し
た
。

入
力
：
栗
原
晶
子

校
正
：
雪
森

2014

年5

月25

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.

aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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